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講座について 

  ・主催講座「学んでみよう 子どもをほめるタイミング」開催  

   3 月 30 日《木》主催講座を開催します。同時に配付したチラシにあり

ますように、題名は「学んでみよう 子どもをほめるタイミング」で、講師は臨床心理士の先生

にお願いしています。時間は、10 時から 12 時までの予定です。 

申込みは、東西条地域センターへお越しいただくか、電話、FAX で、氏名、住所、電話番号

を 3 月 24 日（金）までにお教えください。なお、託児はございません。 

 足袋（たび）はかぬ天草をとめ絵踏かな  青木月斗 

      

「足袋を履かないで、絵踏を踏む。天草のようにならぬように。」 

 

【季語：絵踏（春）：島原の乱以降の長崎で。主に正月から３月にかけて 

行われた行事で、江戸幕府の奉行所がこの地の人々がキリシタンか否かを調べる為に行

い、その最終日には長崎の丸山遊女たちが絵踏を踏んだと言われています。（「日本文化の

良さや魅力を解説！日本ぶんか村」より紹介）】 

春は、立春（２月４日頃）から立夏（５月６日頃）の前日までで、新暦ではほぼ２，３，

４月にあたります。しかし、気温が高く温かい日と低く寒い日が目まぐるしく変わる天気

ですので、体調管理にはぜひお気をつけてください。 

【青木月斗（あおきげっと）：大阪市東区（現、大阪市中央区）船場の生まれで、明治か

ら昭和初期にかけての俳人です。薬種商を継ぐも、俳誌「同人」を主催したことから家

業を廃して俳句に専念し、正岡子規を尊敬して与謝蕪村の発句を学びました。俳壇での

名声や利益をもとめることはなかった反面、多くの弟子を育て上げたことでも知られて

います。彼の命日の 3 月 17 日は、辞世の句の「臨終の庭に鶯鳴きにけり」にちなんで

「鶯忌」と呼ばれています。】 

 

 

 

（絵踏） 



  《東西条地区ミニ・ニュース》 

 

 

 2 月 19 日〔日〕東西条地域センターホールで「第 14 回 まるごと地域サ

ロンパーティー」（吉行、土与丸、助実地区社会福祉協議会、東西条住民自治

協議会福祉部会共催、東西条小学校、同ＰＴＡ後援）を開催しました。地区社協活動の活性化と福

祉教育活動への協力のため、東西条小学校区での地域間の交流、世代間の交流を通じて人と人とを

結ぶことを目的として、平成 16 年に始まり年 1 回行っています。参加者は大人子ども合わせて

８７名でした。 

 会場では、昔の童謡「たきび」「こぎつねこんこん」など、ハンドベルで歌いながらの演奏では、

小さな女の子も、お母さんといっしょに参加していました。奥本校長先生とのじゃんけん、ビンゴ

ゲームの景品もあり、楽しいひと時を過ごしました。           （土与丸地区社協 横山高嶺） 

 

 

 

 

○ ２月１８日（土）、「地域で子育て講演会」が、東西条小学校で開催さ 

れました。演題は「子どもとの時間がもっと楽になる前向き子育てのコ 

ツ」で、講師の広島大学教育学研究科 准教授清水寿代先生のお話をまとめておきます。 

  最初に、子どもとのどのような関係がストレスを引き起こすのか、ということについて具体例 

をもとに話されました。 

  次に，親子関係について話されました。「子育て」とは，子どもが責任感，自立心，自律を身 

に付けることを親が支援することです。そして，子どもが学ぶべき（親が育てるべき）４つの力 

とは，１．言葉，人とかかわる力，２．感情を扱う力，３．自立する力，４．問題を解決する力 

であり，「社会情動的スキル」とよばれています。この社会情動スキルを身に付けるには，親子 

関係の強化が重要になります。行動やかかわりにより，親子の関係を「私もＯＫあなたもＯＫ」 

のポジティブな関係にすることが必要だと訴えられました。 

  続いて，子どもの良い行動を増やすための話をされました。子どもの良い行動を増やすために 

は，１ 子どものよい行動をすぐにほめて，子どもの好ましい行動を育てること。２ 言葉で教 

える→モデルを自ら示す→実際にさせてみるという手順をふみ，子どもに新しいスキルや行動を 

教えること。の２つのことが重要であると、具体的な事例を示しながら話されました。 

最後に，次の「子育て５原則」を示され，講演を締めくくられました。 

 ［子育て５原則］ 

１． 安全で活動的な環境づくり（家庭内に事故の危険性がある場所がないようにする。） 

２． 積極的に学べる環境づくり（子どもが何か聞いてきたときに関心を示し，何かを学んでい 

く手助けをしてあげられるように心がける。） 

３． 一貫した子育て（常に同じ基準でわかりやすく子どもの行動に対応する。） 

４．現実的な期待（子どもにも自分にも無理なことを期待しない。） 

５．親としての自分自身をケアする（心身を癒すこと，子どものためにもそうすべき。） 

                                                （東西条小学校 教頭 髙橋 修） 
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